
様式第 3号 

会  議  録 

会 議 名 

（付属機関等名） 
川西市子どもの人権オンブズパーソン会議（第１回） 

事 務 局 （担当課） 
子どもの人権オンブズパーソン事務局 

市民環境部 人権推進課 内 （内線 3453） 

開 催 日 時 平成３０年 ４月１３日（金）  午後１時 30 分 ～ １時 50 分 

開 催 場 所 川西市役所 ５階 ５０２会議室 

 

 

 

出 

 

席 

 

者 

オンブズパーソン 

吉川 法生（代表） 

堀家 由妃代 

大倉 得史          計３名 

調査相談専門員 

船越 愛絵 

鈴木 伸尚 

今井 貴代子 

         計３名    （相談員 1 名育休） 

事 務 局   沼  達也 

傍聴の可否 可 傍聴者数 ０人 

傍聴不可・一部不可の

場合は、その理由 

 

 

会 議 次 第 

日程１  代表代行オンブズパーソンの互選について 
 
日程２  会議録署名人の選任について 

 

日程３  報告事項 
      平成 30(2018)年度オンブズパーソン事業 当初予算に 

ついて 

        

日程４  協議事項 

      議案 第１号 
        子どもの人権オンブズパーソン事務局の事務分掌に 

ついて 

        議案 第２号 

調査相談専門員のうち「専門員」の推薦について 

 

会 議 結 果 別紙、審議経過のとおり 



審 議 経 過 

 

日程１  代表代行オンブズパーソンの互選について 

 

    ○代表代行オンブズパーソンであった堀家 由妃代さんが、平成 30(2018)年 3 月 31 日

付で任期満了となり、４月１日付で堀家由妃代オンブズパーソンが再任されたことに

伴い、新ためて代表代行オンブズパーソン（代表の職務代理者）を、互選により定め

る必要があるもの。 

 

   ○協議経過：協議の結果、代表代行オンブズパーソンには再度堀家由妃代オンブズパー

ソンが選任された。 

 

日程２  会議録署名人の選任について 
 

          大倉得史オンブズパーソンが選任された。 

 

 日程３ 報告事項   

平成30(2018)年度 オンブズパーソン事業 当初予算について 

 

    ○事務局報告：平成30(2018)年度オンブズパーソン事業の当初予算額は27,656千円 

で、対前年度比1,571千円の減。 

主な増減理由として、減額は相談員育休による嘱託員報酬の減、昨年度

からの５％シーリングによる旅費や需用費の減。増額としては、相談員

の育休中の代替相談員の賃金が増になったことなどを報告。 

 

 

  日程４ 審議・協議事項 

   議案第１号 オンブズパーソン事務局の事務分掌について 

 

  ○議案説明：平成 30(2018)年度オンブズパーソン事務局の事務分掌について、「川 

     西市子どもの人権オンブズパーソン条例施行規則」第５条第２項第１号の規定 

により、協議を求めるもので、これは、「川西市子どもの人権オンブズパーソン 

事務局事務分掌要綱」第３条第２項の規定により、事務局事務分掌の詳細を定め 

る必要があることから、オンブズパーソンからの意見を伺うもの。 

 

    〇事務局報告：昨年度からの変更点は、「相談記録Ａ票の集計及び統計処理」「子ども

オンブズ通信の編集等」「研究協議開催日程及び連絡調整」の担当を変えたところで

ある。 



    ○協議経過：事務局の事務分掌案について、全会一致で承認された。 

 

議案第２号  調査相談専門員のうち「専門員」の推薦について 

 

    ○議案説明：平成 30(2018)年４月末日をもって、１０名の専門員の任期が満了するに 

      あたり、次期専門員の候補者を選任し市長に対して意見具申（推薦）を行う必要が 

あり、オンブズパーソンの意見を集約するため提案するもの。 

提案事項は、現行の１０名の専門員については、引き続き就任いただきたいという

もの。 

なお、任期は平成 30（2018）年５月１日～平成 31（2019）年４月 30 日の 1年間。 

       

   ○協議経過：提案の１０名の候補者について協議され、いずれも豊かな経験や実績等 

を鑑み、１０名とも専門員として適任との意見集約がなされたため、市 

長に意見具申することに全会一致で決定された。 

 

                                                                                              

以 上 

 

 


